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こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
、

「
決
勝
に
進
出
で
き
た
こ
と

で
、
自
分
に
も
チ
ャ
ン
ス
が

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
次

こ
そ
は
優
勝
し
た
い
」
と
今

後
の
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

 

フ
リ
ー
86
㎏
級

松
雪
が
３
位

　
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
86
㎏
級

で
は
、
松
雪
泰
成
（
商
２
・

星
城
高
）
が
２
年
連
続
で
３

位
に
入
賞
し
た
。

　
準
決
勝
の
対
戦
相
手
は
昨

年
と
同
じ
松
坂
選
手
（
自
衛

隊
体
育
学
校
）。「
地
力
の
差

が
出
て
し
ま
っ
た
」
と
語
る

よ
う
に
、
思
う
よ
う
な
攻
撃

が
で
き
ず
、
悔
し
い
結
果
と

な
っ
た
。

　「
ポ
イ
ン
ト
が
奪
え
る
よ

う
に
技
術
を
向
上
さ
せ
、
４

年
次
生
と
と
も
に
チ
ー
ム
を

引
っ
張
る
存
在
に
な
り
た

い
」
と
前
を
見
据
え
た
。

 
（
藤
森
崚
祐
・
文
２
）

と
順
当
に
勝
ち
進
む
。
決
勝

の
相
手
は
中
央
大
の
定
松
祐

輔
選
手
。「
今
ま
で
勝
つ
こ

と
が
で
き
ず
苦
手
意
識
が
あ

っ
た
が
、
試
合
開
始
直
後
か

ら
戦
術
を
組
み
立
て
ら
れ

を
成
し
遂
げ
た
。

　
昨
年
春
か
ら
ナ
シ
ョ
ナ
ル

チ
ー
ム
の
Ｂ
チ
ー
ム
に
参
加

し
て
い
る
馬
場
。
国
内
に
限

ら
ず
海
外
遠
征
で
も
経
験
を

積
み
、
そ
こ
で
得
た
刺
激
が

彼
を
い
っ
そ
う
成
長
さ
せ

た
。

　
大
会
を
振
り
返
り
、「
こ

の
大
会
を
連
覇
で
き
た
こ

と
、
そ
し
て
学
生
で
一
番
に

な
れ
た
こ
と
は
と
て
も
う
れ

し
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
よ
り

も
技
術
が
向
上
し
た
こ
と
、

レ
ー
ス
中
に
常
に
試
合
運
び

を
意
識
す
る
よ
う
に
心
が
け

た
こ
と
が
連
覇
に
つ
な
が
っ

た
と
思
う
」
と
語
っ
た
。

　「
今
大
会
で
自
信
が
つ
い

た
と
同
時
に
３
月
の
イ
ン
カ

レ
に
向
け
て
、
い
い
イ
メ
ー

ジ
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。

東
日
本
学
生
相
撲
リ
ー

グ
戦

９
月
25
日
、
東

京
都
・
靖
国
神
社
相
撲

場

10
㌔
ク
ラ
シ
カ
ル
で
ト
ッ
プ
を
快
走
す
る
馬
場

　
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
種
目
の
男

子
10
㌔
ク
ラ
シ
カ
ル
と
15
㌔

フ
リ
ー
の
部
に
出
場
し
た
馬

全
日
本
学
生
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
ス
キ
ー
大
会

12

月
21
〜
23
日
、
北
海
道

・
音
威
子
府
村
チ
セ
ネ

シ
リ
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
コ
ー
ス

場
直
人
（
経
営
３
・
中
野
立

志
館
高
）
が
両
種
目
で
優
勝

し
た
。
10
㌔
ク
ラ
シ
カ
ル
は

２
位
と
約
15
秒
差
の
28
分
42

秒
７
で
、
15
㌔
フ
リ
ー
は
約

40
秒
差
の
38
分
55
秒
７
で
ゴ

ー
ル
。
馬
場
は
前
回
大
会
で

は
15
㌔
ク
ラ
シ
カ
ル
、
10
㌔

フ
リ
ー
の
２
冠
を
飾
っ
て
お

り
、
２
種
目
で
貫
禄
の
連
覇

グ
レ
コ
63
㎏
級

松
井
が
準
優
勝

全
日
本
レ
ス
リ
ン
グ
選

手
権

12
月
20
〜
23

日
、
世
田
谷
区
・
駒
沢

体
育
館

　
男
子
の
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン

ス
タ
イ
ル
63
㎏
級
で
松
井
涼

（
商
４
・
岐
阜
工
高
）
が
準

優
勝
を
果
た
し
た
。

　
井
ノ
口
選
手
（
自
衛
隊
体

育
学
校
）
と
の
決
勝
は
第
１

ピ
リ
オ
ド
を
７
｜
０
で
終

え
、
勝
利
は
確
実
か
と
思
わ

れ
た
が
７
｜
９
で
逆
転
負
け

を
喫
し
た
。

　「
い
つ
も
通
り
、
得
意
の

首
投
げ
を
う
ま
く
使
う
こ
と

が
で
き
た
。
低
め
の
姿
勢
で

の
攻
防
が
弱
点
だ
と
改
め
て

気
付
か
さ
れ
た
」
と
大
会
を

振
り
返
っ
た
。

　
卒
業
後
は
バ
イ
テ
ッ
ク
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
に
所
属

し
、
レ
ス
リ
ン
グ
を
続
け
る

　
２
月
９
日
に
開
幕
す
る
平

ピ
ョ
ン

昌
チ
ャ
ン

冬
季
五
輪
の
日
本
代
表

に
、
ス
キ
ー
部
Ｏ
Ｇ
の
小
野

塚
彩
那
さ
ん
（
平
22
商
、
石

打
丸
山
ク
ラ
ブ
）

写
真
、

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
部
Ｏ
Ｂ

の
土
屋
良
輔
さ
ん
（
平
29
経

営
、
メ
モ
リ
ー
ド
）
の
２
人

が
選
出
さ
れ
た
。

　
小
野
塚
さ
ん
は
フ
リ
ー
ス

タ
イ
ル
女
子
ハ
ー
フ
パ
イ
プ

に
２
大
会
連
続
で
出
場
す

る
。
卒
業
後
に
ア
ル
ペ
ン
か

ら
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
に
転
向

す
る
と
、
ソ
チ
五
輪
で
銅
メ

ダ
ル
を
獲
得
。
２
０
１
７
年

の
世
界
選
手
権
で
は
日
本
勢

初
と
な
る
金
メ
ダ
ル
に
輝
い

て
お
り
、
今
大
会
で
も
活
躍

が
期
待
さ
れ
る
。

　
初
出
場
と
な
る
土
屋
さ
ん

は
５
０
０
０
㍍
、
チ
ー
ム
パ

シ
ュ
ー
ト
、
マ
ス
ス
タ
ー
ト

の
３
種
目
で
代
表
入
り
。
長

距
離
を
得
意
と
し
て
お
り
、

12
月
の
日
本
代
表
選
考
競
技

会
で
は
５
０
０
０
㍍
で
２

位
、
１
万
㍍
で
１
位
。
日
本

記
録
を
保
持
す
る
１
万
㍍
は

日
本
の
出
場
枠
が
な
く
残
念

な
が
ら
出
場
で
き
な
い
が
、

２
０
１
６
年
の
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
で
日
本
男
子
初
の
優
勝

に
貢
献
し
た
チ
ー
ム
パ
シ
ュ

ー
ト
で
メ
ダ
ル
獲
得
を
狙

う
。

　
代
表
選
考
会
後
の
記
者
会

見
で
「
初
め
て
出
場
す
る
の

で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
ど
う
い

う
と
こ
ろ
な
の
か
を
自
分
の

目
で
見
て
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
学
び
た
い
」
と
語
っ
た
。

 

（
飛
田
）

平昌冬季五輪選考会での土屋

さん＝撮影・斉藤葵（商４）

　
２
部
リ
ー
グ
戦
を
制
し
た

専
大
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ 

Ｍ
Ａ
Ｃ

Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
、
１
部
Ｂ
Ｉ
Ｇ

８
で
７
位
の
一
橋
大
と
の
入

れ
替
え
戦
に
19
｜
14
で
勝
利

関
東
大
学
ア
メ
リ
カ
ン

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

戦
１
、
２
部
入
れ
替
え

戦

12
月
17
日
、
調
布

市
・
ア
ミ
ノ
バ
イ
タ
ル

フ
ィ
ー
ル
ド

入
れ
替
え
戦
に
勝
利
し
、
１
部
復
帰
を
喜
ぶ
選
手

た
ち

撮
影
・
福
井
彩
乃
（
文
３
）

最
短
で
１
部
に
復
帰

　
日
本
学
生
連
盟
代
表
と
し

て
郡
山
北
斗
（
経
営
３
・
関

西
高
）

写
真
、
安
藤
み
な

み
（
商
３
・
慶
誠
高
）
が
派

遣
さ
れ
、
そ
ろ
っ
て
男
女
シ

ン
グ
ル
ス
、
団
体
戦
で
優
勝

し
た
。

　
前
回
大
会
で
優
勝
を
経
験

し
て
い
る
郡
山
は
「
大
会
の

雰
囲
気
は
つ
か
ん
で
い
た
」

卓
球
・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン

12
月
７
〜

10
日
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

・
ロ
ホ
ヤ

16
｜
14
と
逆
転
に
成
功
し
、

こ
の
試
合
初
め
て
リ
ー
ド
を

奪
う
。
第
４
ク
オ
ー
タ
ー
で

も
再
び
奥
が
フ
ィ
ー
ル
ド
ゴ

ー
ル
を
決
め
、
19
｜
14
と
点

差
を
広
げ
た
。
そ
の
後
は
デ

ィ
フ
ェ
ン
ス
陣
が
堅
い
守
り

で
反
撃
を
許
さ
な
い
。
最
後

は
蛭
田
悠
介
（
法
４
・
日
大

三
高
）
の
フ
ァ
ン
ブ
ル
リ
カ

バ
ー
で
、
勝
利
を
確
実
な
も

の
と
し
た
。

　
渡
辺
卓
史
監
督
は
、「
こ

の
日
の
た
め
に
１
年
間
や
っ

て
き
た
。
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
陣

が
踏
ん
張
っ
て
攻
撃
へ
の
流

れ
を
作
っ
た
。
Ｂ
Ｉ
Ｇ
８
で

も
一
戦
一
戦
を
大
切
に
し
て

一
つ
で
も
多
く
の
勝
ち
星
を

奪
い
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
１
部
は
上
位
８
校
が
Ｔ
Ｏ

Ｐ
８
、
下
位
８
校
が
Ｂ
Ｉ
Ｇ

８
に
分
か
れ
て
リ
ー
グ
戦
が

行
わ
れ
る
。
来
季
は
Ｂ
Ｉ
Ｇ

８
で
勝
利
を
重
ね
、
15
年
以

来
と
な
る
Ｔ
Ｏ
Ｐ
８
を
目
指

す
。快
進
撃
に
期
待
し
た
い
。

 

（
八
代
哲
・
経
済
１
）

小
野
塚
さ
ん 

フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー

土
屋
さ
ん
　 

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト

平
昌
五
輪
代
表

し
、
２
０
１
６
年
以
来
と
な

る
１
部
復
帰
を
最
短
の
１
シ

ー
ズ
ン
で
果
た
し
た
。

　
第
２
ク
オ
ー
タ
ー
を
終
え

て
13
｜
14
と
１
点
を
争
う
展

開
と
な
っ
た
。
試
合
が
大
き

く
動
い
た
の
は
第
３
ク
オ
ー

タ
ー
だ
っ
た
。
奥
凛
太
郎

（
経
済
１
・
武
相
高
）
が
敵

陣
25
ヤ
ー
ド
付
近
か
ら
の
フ

ィ
ー
ル
ド
ゴ
ー
ル
を
決
め
、

た
」
と
ス
ト
レ
ー
ト
で
勝
利

し
た
。

　
団
体
戦
の
ダ
ブ
ル
ス
で
は

明
治
大
の
渡
辺
裕
介
選
手
と

ペ
ア
を
組
み
「
初
め
て
組
ん

だ
相
手
だ
っ
た
が
、
心
の
余

裕
が
あ
っ
た
」
と
話
し
、
全

試
合
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
で
優

勝
に
貢
献
し
た
。

　
同
じ
く
前
回
大
会
優
勝
の

安
藤
は
、
シ
ン
グ
ル
ス
決
勝

で
同
志
社
大
の
朝
田
茉
依
選

手
と
対
戦
。「
一
度
負
け
て

い
た
選
手
だ
っ
た
が
、
考
え

て
最
後
ま
で
丁
寧
に
プ
レ
ー

で
き
た
」
と
話
し
、
ス
ト
レ

ー
ト
勝
ち
を
収
め
た
。

　
団
体
戦
で
は
中
央
大
の
瀬

山
咲
希
選
手
と
ペ
ア
を
組

み
、「
最
後
の
セ
ッ
ト
は
リ

ー
ド
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
こ

か
ら
我
慢
し
て
逆
転
勝
ち
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
今
大

会
、
最
も
心
に
残
る
試
合
だ

っ
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

 

（
高
橋
玲
央
・
法
２
）

シ
ン
グ
ル
ス
の
表
彰
式
で
笑
顔
を
見
せ
る
安
藤（
中
央
）

郡
山
、安
藤 

２
種
目
で
優
勝

シ
ン
グ
ル
ス
と
団
体
戦

「次こそは優勝したい」と語る

松井＝撮影・飛田翼（文３）

Ｕ
23
世
界
選
手
権
が
１
月
末

か
ら
ス
イ
ス
で
行
わ
れ
る
の

で
、
そ
こ
で
も
表
彰
台
に
立

つ
こ
と
が
今
シ
ー
ズ
ン
の
目

標
。
国
内
で
も
ま
だ
大
会
が

残
っ
て
い
る
の
で
、
一
つ
で

も
多
く
優
勝
し
た
い
」
と
意

気
込
み
を
語
っ
た
。

 

（
白
鳥
順
也
・
経
済
１
）

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク 

ク
ラ
シ
カ
ル
、フ
リ
ー

馬
場 

貫
禄
の
連
覇


